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看護職員への利用促進の試み

昨今、どこの病院でも看護職員の文献利用

が増えてきているようである。従来は医師の

利用が主であった図書室でもこれら看護職員

のニーズに対応を迫られることになった。そ

こで、本稿では星ヶ丘厚生年金病院における

看護職員の利用の動向と実際に行っている利

用案内、利用指導について報告したい。

１。利用促進をはかる意味

なぜ看護職員の利用促進をはかることに意

味があるのか、はじめに少し整理をしておき

たい。

（１）医学・医療の進歩や考え方の変化

ここ数年、医療や看護に関する考え方が変

化してきている。在宅ケアや患者のセルフケ

アの推進、インフォムードコンセントの浸透、

移植や脳死の論議、等々医療関係者が取り組

むべき課題が多様化した。また、看護分野に

おいても看護婦の専門性の拡大や新しい看護

体制が試行されることが多くなり、現場では

これらの新しい動向や考え方を実践しなけれ

ばならなくなってきた。

医学や医療技術の進歩も現場で働く看護婦

には大きな影響を与えている。新しい知識、

新しい技術、新しい機械の操作など、日常業

務上修得すべき事柄が増えてきた。更に、情

報技術の進歩により看護情報処理や業務手順

も変化しつつある。

一方、看護教育面でも看護大学や看護短大
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などが次々と設立され教育体制が充実してき

た。「看護研究の推進」の流れの中で、臨床

現場でも研究発表が盛んになった。

また、生涯教育や資格を重視する一般的な

風潮を反映して、大学の通信教育をうける看

護婦や介護福祉士、社会福祉士、臨床工学士

などの資格を取得する看護婦も多くなった。

このように臨床面、教育研究面、自己啓発

の面からも日常的な学習が必要となってきて

いる。

（２）看護関係文献量の増加

看護関係の研究が盛んになるにつれて看護

文献の量も増加してきている。この１０年間に

創刊された看護関係雑誌の種類は多く、医学

中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版で１９９０年～１９９４年の

看護学文献件数の推移［表１］をみても、こ

の５年間で文献数は約２倍になっている。

［表１］

１９９４年

１９９３年

１９９２年

１９９１年

１９９０年

１０１５８件

９９６０件

８１２７件

７９５１件

５２６５件

これらの文献を調査したり、入手・活用す

るには、図書館の資料や機能の活用が必要と

なってくる。

（３）病院図書室利用者に看護職員の占める割合

病院図書室が全職員をサービス対象とする
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なら、看護職は決して無視し得ない集団であ

る。当院を例に挙げると、１９９５年３月末現在

で全職員７８１名のうち看護婦は３６０名、全体の

４６％を占めている。図書室が看護職員に対す

るサービスを強化し、利用の促進を図ること

はその本来の役割から言っても矛盾はしない

し、またそうすべきであると思う。病院の質

の評価に看護職員の質がかかわる部分は決し

て少なくない。

２。当院看護職員の利用の動向

ここで、簡単に当院看護職員の利用動向を

見てみたい。

（１）図書館サービスの利用状況

資料の貸出、文献検索、相互貸借など図書

館サービスを利用した人を職種別に見ると、

医師が５０～６０％、コメディカルが３０％前後、看

護職員は約１６％である。この割合はここ数年

ほとんど変化なく推移している。

しかし、コンピュータによる文献検索を例

にとると割合は変わらないものの、［表２］

のように検索件数は確実に増加している。マ

ニュアル検索についても１９９０年当時と比較す

るとかなりの増加しているが、やはり医学中

央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版の導入とその利用指導が大き

な効果を挙げたと言える。

［表２］

１９９０年オンライン文献検索

看護婦 ４４件／２８２件（１６％）

１９９４年ＣＤ－ＲＯＭ文献検索

看護婦 １５８件／９５０件（１７％）

（２）利用の内容

以前は図書室所蔵資料の貸出がほとんどで

あったが、現在は文献検索、文献入手などが

多くなり、その主題やリクエストの内容が多

様化する傾向が顕著である。

（３）利用増加の要因

このように利用が増加した要因をいくつか

思いつくままに挙げてみる。

①看護研究発表が増えたこと

院内、院外での看護発表が増えたことは大

きな要因の一つである。院内看護研究発表会

は年１回、２日間にわたって開かれ、演題数

も１９７３年の６題から１９９４年には２１題に増えた。

また、院外の各種学会（日本看護学会、近畿

地区看護学会、日本社会保険医学会など）の

発表も１９７５年には５題、１９８０年頃から徐々に

増えて１９９４年には１２題となっている。その他、

この２～３年は各種看護関係雑誌への投稿も

目立って増えてきた。

②看護部教育委員会で図書室所蔵図書の活用

を計画し、１９９０年より新着雑誌のコンテンツ

サービスを開始した（１回／月）。また、看

護関係所蔵図書目録を作成し、各病棟や関係

部署に配布し毎年更新している。

③看護研究委員会で１９９０年より年１回文献の

活用に関する定例研修会を開いている。講義

要項や利用マニュアルなどを関係各部署に配

布。講師は図書室担当者。

④看護関係図書、雑誌、二次資料の充実

１９９０年より所蔵資料の充実に努めるように

なった。購入図書や雑誌数が増え、特に従来

の二次資料に加えて「最新看護索引」（日本

看護協会看護研修センター図書館）を１９８７年

に遡って購入した。また、１９９３年より「医学

中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版」を導入、看護婦に対する

普及に努めた。

⑤看護婦の院外研修の効果

昨今、看護婦が院外の長期研修に行くこと

が多くなり、文献活用に関心を深める機会が

多くなった。

このようにしてみると、看護界の動向かそ

の背景にあるとしても、実際の利用の増加に

関しては人手をかけた利用促進の試みが徐々

に効果を顕していると言える。そして、この

効果をより確かなものにするためには図書室

と看護部の協調、連携がなによりも大きな

ファクターであることがわかる。

３。当院で行っている利用指導の実際

当院では毎年２月半ばに看護部研修会で卒

後２～３年の看護婦を対象に文献検索を中心

１２８－



とした利用指導を行っている。参加者は毎年

約５０～６０名、時間は約２時間。当院図書室の

利用案内、医学看護関連情報・文献に関する

一般的なガイダンス、文献検索の実際、の３

点を中心に講義、実習などをましえて実施し

ている。

（１）当院図書室の利用案内

まず図書館という機関について、またさま

ざまな館種の図書館についておおよそのガイ

ダンスをした上で当院図書室の利用案内を

行っている。主な項目は以下のとおり。

①図書室の位置

②利用できる時間

③蔵書案内

冊数と種類、看護関係所蔵図書案内、

資料の配置、蔵書の探し方ｅｔｃ．

④図書室の機能と利用の仕方

閲覧、貸出、複写、検索、相貸、購入り

クェスト、製本や図書購入の斡旋、レフ

ァレンスサービスｅｔｃ．

⑤所蔵二次資料と主な参考図書

⑥看護部との連携について

（２）医学看護情報・文献に関する一般的なガ

イダンス

①文献に関するガイダンス

文献とは何か、文献の種類、学術情報の

発生と流通の仕組みと文献、主な看護関

係雑誌と二次資料、看護関係の出版社

ｅｔｃ．

②文献発生量の推移

③看護文献の特性

④ニューメディアの紹介

（３）文献検索の実際

①文献検索の意味

なぜ文献検索が必要か

②文献検索の種類と方法

文献検索の目的と検索の種類・方法

③検索トゥールの解説

主な検索トゥールの説明（収載誌、タイ

ムラグ、編集方法ｅｔｃ．）

④文献検索時の注意事項

検索目的に合った検索方法、トゥールの

１２９
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選択

検索トゥールの使い方

検索主題の分析とキーワードの選択

応用力の大切さｅｔｃ．

⑤検索結果の見方と文献の評価・選択

⑥検索結果の保存

⑦原報入手の方法と手続き

原報入手先の簡単な紹介

⑧原報入手後の処理

ファイリング、クリッピング、文献カー

ドｅｔｃ．

（４）文献検索の実際

当院所蔵の二次資料中から「最新看護索

引」のカレント版、累積版を使った検索と

「医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版」による検索を実習

する。日本看護関係文献集は割愛、またオン

ライン検索は担当者が代行しているため省略

している。

①検索トゥールの特徴をより詳しく説明す

る。

②当院のハード環境に合った検索マニュア

ルを作成し、それに沿って担当者が実際

の検索を行ってみる。

③検索例題と実習

実習で使うトゥールの仕組みがよく分か

り、機能を活用できるような検索例題を

作成し、実際の検索をしてもらう。この

時、各職場ごとに最低一人はアウトライ

ンを理解してもらうように配慮している。

④文献の活用についての若干の解説

⑤参考文献の書き方

４。利用促進に果たす利用指導の効果と課題

当院で行っている利用指導は以上のとおり

である。その効果はすべてを数値で表わすこ

とができないため今一つ明確ではない。しか

し、最近図書室を利用する看護婦や自分で検

索する看護婦の数が目立って増えたのは確か

なことで、自分が知りたい事柄について、そ

のつもりになれば調べる手段があり、しかる

べき手順を踏めば文献を見つけることができ

ること、原報の入手 も可能であることはわ
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かってもらえたと思っている。更に、自分の

病院の図書室だけでなく、地域の図書館など

図書館の機能やその活用についても少しは認

識してもらえたように思っている。稀にでは

あるが、調べるおもしろさがわかったと報告

に来る看護婦もいる。

その一方で、こうした研修会での利用指導

は多くのことを詳しく知ってもらうにはあま

りにも時間が限られている。また、集団を対

象にした講義形式は内容の定着にも限界があ

る。そのため、その時々に応じて、看護部の

担当婦長と相談しながら重点項目を決めたり、

各部署で研修を受けた看護婦を中心にもう一

度おさらいしてもらうこともある。その際に

は研修会直後から数力月にわたって予約によ

るグループ指導、個別指導を約束することに

している。

－１３０

一人担当者がこうした利用指導を受け持つ

のは時間的にも能力的にもかなり負担である。

講義要項や資料の作成、マニュアルの作成な

どの他に、実際の利用に伴って個別指導、文

献入手などの業務が確実に増えてくる。しか

し、その反面いろいろと学ぶことも多い。人

に教えるということは何よりも教える側の学

習になり、普段は接触の少ない看護スタッフ

との良いコミュニケーションの場ともなる。

看護婦に対する利用促進の試みはそれなり

の意義と効果があるが、それを支える図書室

の施設・設備や蔵書の整備、サービス強化、

マンパワーの確保が必須である。もっとも基

本的なこれらの事柄が病院図書室にとっては

やはり解決すべき最大の課題と言えそうであ

る。




